
RS422(ISO) 絶縁型ＲＳ４２２／４８５－TTLレベル変換基板（難易度☆） RoHS ＡＤＭ２５８７Ｅを使用

１．特徴
　　RS422/RS485のドライバーＩC ＡＤＭ２５８７Ｅを使用した絶縁型RS422/RS485－ＴＴＬ（ＣＭＯＳ）レベル変換基板です。
　　RS422/RS485側とＴＴＬ（ＣＭＯＳ）側は完全に絶縁されています。
　　ＣＮ４を付属のD-Sub 9P(オス)に半田付けして使用することができます。
　　弊社姉妹品の「ＲＳ４２２」と互換性がありますが、絶縁距離確保のためD-Sub 9P側からの電源供給はできません。
　　D-Sub 9P側からの電源供給はできません、6Pピンヘッダから供給して下さい。（３．３Ｖ～５Ｖ）

２．使用上の注意
①ＲＳ４２２（４線式）で使用する場合はＪＰ８とＪＰ９をオープンにしてください。
②ＲＳ４８５（２線式）で使用する場合はＪＰ８とＪＰ９をショートしてください。
　また送信と受信の伝送路を兼用するため、送信のイネーブル／ディスエーブル制御が必要となります。
③送信のイネーブル／ディスエーブル制御を行う場合はＪＰ６をショートし、ＣＮ３の④ピンから行います。（正論理）
④受信のディスエーブル／イネーブル制御を行う場合はＪＰ５をショートし、ＣＮ３の④ピンから行います。（負論理）
　(ＪＰ５、ＪＰ６をオープンにした場合は常時イネーブル状態となります。）

　　 ⑤必要に応じて終端抵抗Ｒ１（２２０Ω）を接続してください。（ＪＰ０をショートすると接続）
⑥ＪＰ７はＣＮ３の④ピンと⑤ピンをショートするだけです。（ＲＴＳ，ＣＴＳのループバック等にご利用ください。）
⑦電源は６ＰピンヘッダーＣＮ４から供給します。①ピンにＧＮＤ、⑥ピンには＋３．３～５Ｖを接続します。
　(電源の誤接続は直ちにＩＣの破壊につながりますのでご注意下さい。）
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４．その他
　（１）本キットはインターフェースやＩＣの使い方を学習・評価するために作られています。
　　　　ホビーや教材・実験以外の、高度な信頼性を必要とする装置や人命にかかわる装置に組み込むことはできません。
　（２）本キットを使用して生じた結果につきましては当社は責任を負いかねますので、ご了承願います。
　（３）キット組立て上、または使用上のミスによるトラブルにつきましては別途有償にて対応させていただきます。
　（４）また、本キットの内容は改良のため将来予告無しに変更することがあります。
　（５）なお、お気づきの点がありましたら、当社まで連絡をお願いいたします。
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